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第32巻

「タラシ」関係系譜についての再検討

呉ミ日ヨ
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要   旨

 『古事記』『日本書紀』に伝えられる「タラシ（帯・足）」を有する人名については拙著『古代の天皇と

系譜』で取り上げ検討を加えた．しかし，それは継体㌧敏達を中心とする系譜を基に復元したものであり，

系譜の形成過程を必ずしも視野に含めたものではなかった．再考の結果，他の人名形式の者の場合と同様，

「タラシ」人名についても，継体段階，欽明㌻敏達段階，「天皇記」段階を経て，『記』『紀』に伝えられ

るものになったことが想定されることになった．

は じめ に

拙著『古代の天皇と系譜』（校倉書房，1990年刊，以

下「前著」と表記）で，「タラシ」を名に有する者につ

いて，概略〔第1図〕の如く系譜を復元した．当系譜の

→部に変更を要することは既に別の拙稿で述べたが，重

要な位置にあったにもかかわらず，生母が明確になって

いな㌧渚も存在する．本稿では「タラシ」と他の人名形

式の者との関係を主な手がかりとして，「タラシ」関係

系譜についての復元検討を進めることにしたい．

〔第1図〕

       熟働者打トグル

  I オボタラシヒコとオシロ7ケ

前著で，オシロワケをヤマトタケルの子で，ヤマトタ

ラシヒコの兄イカダラシヒコと垂仁皇女イカダラシヒメ

1998年4月9日 受理

＊r般教養科（Depart口㎝tofLlb舳1Arts）

との間の女であるオシヒメの所生と考えた．オシロワケ

をオシヒメ所生とした理由は，オシヒメが，孝霊の生母

とされていることから，大王ないしはそれに準ずる者の

生母とされていたことが考えられること，オシロワケと

「オシ」を共有していることである．しかし，その一方，

オボタラシヒコとオボタラシヒメとが夫妻とされていた

ことが想定されるにもかかわらず，その回の子女に位置

づけられるべき者が未だ不明である．

 オボタラシヒコと男女の対をなすオボタラシヒメはオ

キテガタラシヒメの原型であり（塚口義信，1980年），

その所生として誰か重要な者が位置づけられていたとみ

るのが自然である．「タラシヒコ」と「タラシヒメ」と

篶㍗瓢奮慧燃隻
        みるべきである．オボタラシヒコとオ

ボタラシヒメとの間の子女として相応しい「タラシ」を

称する者は見当たらないようである．

 オボタラシヒメが神功の原型であり，「天皇記」段階

でオシロワケ（ホムタノオシロワケ）はオシロワケ（但

しオボタラシヒコと合体してオボタラシヒコオシロワケ

＝景行）・ホムタワケ（応神）・オホサザキ（仁徳）に

分立され，応神は景行呈子とされた（前著）のであるか
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ら，オボタラシヒメ所生のオボタラシヒコ子としてオシ

ロワケが位置づけられていたという想定は可能であろう．

オボタラシヒコ・オボタラシヒメの子としてオシロワケ

は相応しいが，この想定の一つの前提は分立された応神

がオボタラシヒコを原型の一つとする景行の皇子とされ

ていたとみられることであるから，「天皇記」段階で応

神がオボタラシヒメ所生とされていたということも当然

想定される．しからば，オボタラシヒコがオシロワケと

合体された事情やオシヒメ所生として本来位置づけられ

ていた者が問題となるが，前著で「天皇記」段階の厄神

の生母として想定したヤサカノイリヒメの所生子女につ

いて先ず検討しなければならない．

 前≡書で，ヤサカノイリヒメは欽明ぺ敏達段階では垂仁

妃でイポキノイリヒコ・タカキノイリヒメの生母とされ，

「天皇記」でその所生としてイポキノイリヒコとともに

応神が位置づけられたとした．それは応神の生母として

相応しいのは皇族であり，現系譜でヤサカノイリヒメは

成務の生母とされていることに基づくが，この想定では

オボタラシヒコと対をなすオボタラシヒメは，景行后妃

とされていたとしても，所生子女に問題を残す．成務も，

オボタラシヒコの弟に相応しい名であるから，本来ヤサ

カノイリヒメと関係する者ではない．ヤサカノイリヒメ

が応神の生母として位置づけられて㌧渤・ったとすれば，

それが景行后妃とされた理由は他に求められなければな

らない．オシロワケ妃であったタカキノイリヒメが景行

皇女とされていることに注目したい．タカキノイリヒメ

等を応補后妃とするために，その生母ヤサカノイリヒメ

が景行后妃とされたと考え得るからである．タカキノイ

リヒメは欽明ト敏達段階で雄略等の父とされていたヌカ

タノオホナカツヒコの生母であるから，ヤサカノイリヒ

メは，タカキノイリヒメの生母ということだけでも，重

要な位置にあると言い得るのであり，大王ないしそれに

準ずる者の生母として必ずしも位置づけられる必要はな

いよう風思う．

 しかし，成務がこのようなヤサカノイリヒメの所生と

された事情カ澗題である．成務はオボタラシヒコを原型

の一つとする景行の弟として位置づけられていても問題

はない．成務が景行皇子とされたことについてはオボタ

ラシヒコとの関係の他に何らかの事情があったと考えら

れる．成務が厄神・仁徳よりも前の世代に位置づげられ

ていることは，応神・仁徳が成立レた「天皇記」段階で，

成務がそれら以前の世代の者とされていたことを推測さ

せるのであり，『記』『紀』編1実段階で成務が景行皇子

に変更されたとみられる．この段階でも，景行との固係

だけでは成務が景行呈子とされるク腰性は見出し得ない．

ヤマトタケルが景行皇子とされたのは，垂仁から皇統が

一時的に刊まあれ，景行系とヤマトタケル系に分かれる

かたちであったのを一系にまとめるためとみられる．成

務とヤマトタケルは同時期に景行皇子とされたというこ

とである．この際にヤマトタケルはラウスと合体されて

吉備系の女所生の景行皇子として位置づけられ（後述），

成務はオボタラシヒコの同母弟であったので皇族たるヤ

サカノイリヒメ所生とされたとみられる．成務が景行の

弟のままで位置づけちれれぱ，皇位は景行から弟成務へ，

成務から景行の孫伸哀へ移ることになり，景行皇子が飛

ばされるので不自然である．これが成務が景行皇子とさ

れた原因ではなかろうか．

 オボタラシヒコとオシロワケとが父子とされていたと

すれぱ，これらが合体された理由はどのように考えられ

るか．和餌氏系系譜の変改であることは言うまでもない

が，一方でオシロワケから応神・仁徳が分立されていな

がら，敢えて父子が合体された理由である．先ず想定さ

れるのは，オシロワケ妃とされていた者が世代的に少な

くともオボタラシヒコと同世代の者の妃とされる必要が

あったということである．これは天皇（大王）ないしそ

れに準ずる者の位置づけの変更に伴い，妃のそれが変改

されたとみられるものが知られることによるが，この場

合，その妃の出自がそれだけ高貴であったとしなけれぱ

ならない．オボタラシヒコとオシロワケとが合体された

景行の后妃と伝えられる者で高貴な出自の者はヤサカノ

イリヒメだけであり，これは景行妃とされる前は垂は己

であったので，この想定は不可である．

 やはり，オボタラシヒコ・ワカタラシヒコと同様の「

タラシヒコ」を有するアマタラシヒコとヤマトタラシヒ

コは崇神より前の存在とされたように，和餌氏系の「タ

ラシヒコ」関係系譜が蘇我氏系によって変改されている

ことに注目すべきであろう．オボタラシヒコの役割・位

置づけの変改ないし否定ということであるが，オボタラ

シヒコとワカタラシヒコが崇神以前に染上されなかった

ことについてはどのように考えられるか．オボタラシヒ

メは『風土記』で朝鮮征討を行った者として現れるが，

この伝劇まオキテガタラシヒメの伝承の原型とみられる

ので，オボタラシヒメは欽明～敏達段階の王統譜で重要

な位置づけにあったとしなけれぱならない．このような

オボタラシヒメと，それと対をなすオボタラシヒコとが

崇楠以前に染上されなかったのは当然とも言い得る．オ

ボタラシヒコを変改するために子たるオシロワケと合体

したことが考えられる．ワカタラシヒコが染上されなか

ったのはオボタラシヒコとの関係によるのであろう．

 このように考えると，オシロワケ（ホムタノオシロワ

ケ）の分立の事橘は，和餌氏系系譜の変改と関わること

は勿論であるが，単にそれだけではないことになる．オ

シロワケがオボタラシヒコと合体されたことによって，

元のオシロワケの位置にホムタワケが分立されて位置づ
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けられたとみられる．しからば，オホサザキが武烈の名

ワカサザキとの関係で造作された理由も和理氏系系譜の

変改と関係することには違いないが，それ以外にも理由

があってしかるぺきである．仁徳后妃として伝えられる

のは葛城氏系イバノヒメ・日向系カミナガヒメと仁徳の

異母姉妹ヤタノイラツメ（ヒメミコ）・ウヂノワキイラ

ツメである．後二者には所生子女洲云えられないが，こ

汕ま，本来，ヤクがオシロワケの同母兄（前著），ウヂ

ノワキイラツメは仁賢皇女アカミの通称であった（黒田，

1996年b）ことに対応する．仁徳后妃とされる者でオシ

ロワケ妃とされていた者が豪族出自であることは仁徳の

特異性を示す．豪族出自の后妃しか有さないのは崇神以

後では仁徳と武烈だけであるからである．仁徳は豪族出

自の生母を持つ大王イザホワケ・ミヅハワケ等の父とし

て造作されたことが考えられるのではなかろうか．皇族

系の所生子が兄弟として位置づけられているならぱ，イ

ザホワケ等葛城氏系（とされた者）は傍流となるのであ

り，仁徳を造作し，その子女を葛城氏系所生と日向系所

生とすることで，葛城氏系大王の正当性を根拠づけよう

としたとみられる．

 さて，以上のように，オボタラシヒコとオボタラシヒ

メとの間の子としてオシロワケが位置づけられていたと

考えられるとすれぱ，オシヒメ所生とされていた者とし

て誰が想定されるであろうか．オシヒメはイカダラシヒ

コとイカダラシヒメとの回の女で，イカダラシヒコの異

母弟ヤマトタラシヒコの妃であり，この関臓ま欽明と宣

化・イシヒメ（イバノヒメ）との関係の反映が想定され

る（前著）のであるから，オシヒメ所生子女はヤマトタ

ラシヒコの子女とされていたと考えられる者の中でも重

要な位置にあった者とみなけれぱならない．オシヒメは，

現系譜で孝霊の生母とされていることからして，孝霊の

原型〔オホ〕ヤマトネコとヒコフトニのいす汽かの生母

とされていたとみるのが良さそうである．後者はヒコイ

マスの子でヤマトタラシヒコの異母兄弟であるヒコオス

の子として位置づけられていたとみられる（黒田，1996

年b）ので，〔オホ〕ヤマトネコがオシヒメの所生とさ

れていたことが考えられる．また，ワカヤマトネコも，

〔オホ〕ヤマトネコと兄弟の対をなす名であるので，同

様である．

一I ヤマトタケルとラウス

 ラウスは，ヤマトタケルとの合体後に景行皇子とされ

ていることからして，r天皇記」段階でも同様に位置づ

けられていたとみるのが良いとすれば，欽明～敏達段階

ではオボタラシヒコとオシロワケのいずれかの子とされ

ていたとみられる．そこで次に，ラウス及びオボウスの

位置について検討することにしたい．

 オボタラシヒコとオシロワケとか合体された景行には

地方（畿外）豪族出白の后励’多く，『記』『紀』に共

通するハリマイナビノオホイラツメ・イナビノワカイラ

ッメ・日向ミハカシヒメの他，『紀』には三尾氏ミソハ

ノイラツメ・日向カミナガオボタネ・襲タケ〔ル〕ヒメ

洲云えられる．三尾氏出自の妃は三尾氏系の継体妃が反

映されたものでありく前著），日向系と襲系の妃は景行

が九州を平定したという『紀』の伝承との関係が想定さ

れる．景行の親征の原因として記されているのは熊襲の

反乱であるが，これは仲哀の親征の場合と同一である．

仲哀が神の怒りにふれて死んだ後，その皇后神助カ潮解

征討を行った．神功＝オキテガタラシヒメの原型オボタ

ラシヒメが景行の原型の一つオボタラシヒコと男女の対

をなす人名であることからすれば，オボタラシヒコの九

州（熊襲）平定とその死後のオボタラシヒメの朝鮮征討

とを両説話の原型として想定することが可能であろう．

オボタラシヒコとの関係で景行紀の説話が，オボタラシ

ヒメとの関係からそれが改作されたオキテガタラシヒメ

の夫仲哀に関わる説話が，それぞれ成立したと考えられ

るのである．しからば，地方豪族を妃としたのは，オシ

ロワケではなく，九州を平走したとされていたオボタラ

シヒコであったとみられるのであり，吉備系の女所生の

ラウスやオボウスもオボタラシヒコの子として位置づけ

られていたと考えるのが良いと、悪あれる．ヤマトタケル

が垂仁皇子，ラウスがオボタラシヒコの子，というのが

それぞれの本来の位置である．

 ラウスと合体されたヤマトタケルの生母はワカタケキ

ビツヒコの女ハリマイナビノオホイラツメ（『記』・『

紀』本文）やイナビノワカイラツメ（『紀』ブ云）と伝

えられるが，この二女‘鉢来「〔ハリマ〕イナビノイラ

ツメ」の如き名で一人であったのが分立された者と考え

られる（黒田，1995年a）．別稿で述べるように，本来

のヤマトタケルの生母が『紀』でヤマトタケルの女とさ

れるヌノシノイリヒメとされていたと想定されるので，

「イナビノイラツメ」がオボウス・ラウスの生母とされ

ていたとしなけれぱならない．ハリマイナビノオホイラ

ツメは，地方豪族出自でありながら，『紀』に皇后とし

て現れる．地方豪族出自で皇后となっているのはこれの

みであるが，それはヤマトタケルの生母とされたことに

よるとみられる．ヤマトタケルも，その原型雄略が吉備

族の女を妃としたことが反映され，吉備系の女を妃とし

たとされている（前著）ので，ヤマトタケルとラウスの

合体の事情の一つを吉備族との関係に求め得る．しかし，

オボウスとではなく，弟ラウスと合体されていることに

ついては説明を要する．

 オボウスは『記』ではラウスに殺され，『紀』では東
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国・蝦夷平定の使者としてヤマトタケルから天皇に推薦

されたが草中に逃隠したため美濃に封じられたとある．

いずれの所伝にしても名誉なものではないが，『紀』の

説話は全体に亘ってヤマトタケルの勇猛さを誇示するか

のような造作に満ちており，『記』の方に本来性を感じ

る．兄が弟に殺されたという伝承は，タキシミミと綬靖，

オホヤマモリとウヂノワキイラッコ，スミノエノナカと

反正，サカヒノクロヒコ・ヤツリノシロヒコと雄略にも

見られるが，いずれも王統譜の改作・造作によるもので

史実とは見なし難いものである．一方，安鼠ま仁徳呈子

オボクサカの子マユワに殺されたと伝えられるが，実際

は弟雄略に殺されたと考えられる（黒田，1995年b）．

この史実がオボウス・ラウスの『記』の所伝に反映され

ているとみられるのではなかろうか．

皿 オボタラシヒコ生母の系譜

 オボタラシヒコはヤマトタラシヒコの子とされていた

ことは考えられるが，その生刮…味だ想定し得ていない．

オボタラシヒコを原型の一つとする景行がヒハスヒメ所

生とされ，景行のいま一つの原型オシロワケがオボタラ

シヒメ所生であることからすωま，ヒハスヒメをオボタ

ラシヒコ生母と考えることが可能であろう．景行の成立

によってオボタラシヒコの生母がそのまま景行の生母と

されたとみるのである．検討すべきはヒハスヒメの父母

に関わる系譜である．ヒハスヒメはタニハノビコタタス

ミチノウシ（r記』）・タニハノミチノウシ（r紀』）

の女と伝えられるが，タコ、ノビコタタスミチノウシは

タコ、ノミチノウシとヒコタタスとカ治体された者，『

紀』のタニハノミチノウシも，名は合体されたものでは

ミチノウシの子女（＊勘誠已とされなかった者）

開化記 垂   仁   記 垂仁紀

后妃子女条

繍
四女喚上条

氷明州比売命 比婆須比売命 日葉酢媛命

沼羽田之入昆売命 浮葉山援入媛

見比売

弟比売命 弟比売 弟比売命

歌凝比売命＊

真砥野比売命 円野比売命＊ 真砥野媛

（挑糊） 阿邪美之伊理毘売命

鰍竹野媛＊
朝廷別圧

ないが，系譜上の位置は合体されたものであり（黒田，

1991年），ヒハスヒメが両者のいずれの女とされていた

がが間われるからである．そこで，タコ、ノ〔ヒコタタ

ス〕ミチノウシ（以下rミチノウシ」と記す）の系譜に

ついて検討しよう．

 ミチノウシの子女については，表のように，幾っカ田

所伝がある．男子を伝えているのは開化記の系譜だけで

他には見えないが，他は垂仁の后妃に関わる伝承である

から，見えないのは当然のことでもあろう．

郵二記のサホヒメの書中に現れるエヒメ・ヲトヒメは

実名と考えられないことは言うまでもない．前著ではこ

れらがそれぞれヌパタノ（二）イリヒメとアザミノ（二）

イリヒメに当たると想定した．その論拠の概略は，両者

がrイリヒメ」であることにおいて共通すること，ヒハ

スヒメは長女で垂仁后とされているが，その妹で『記』

「紀』に共通して垂仁妃とされている者は二人の「イリ

ヒメ」以外に知られないことである．そこで，ヌバタノ

（二）イリヒメとアザミノ（二）イリヒメをミチノウシ

の女として位置づけ，關脩己にこれら二女が見えないこ

とについては，開化記の系譜が後代に形成されたもので，

何らかの事情によってヒハスヒメ等に本来の位置を譲っ

たことによると考えた．ヌバタノ（二）イリヒメとアザ

ミノ（二）イリヒメが古＜から垂樹已とされていたとい

う想定は，それらが垂仁と『イリ」を共有していること

から，慨然性が大きいと思う．しかし，ミチノウシの女

として位置づけられる系譜ま，ミチノウシがヒコタタス

とタニハノミチノウシとが合体したものであるので，検

討しなければならない．

 垂仁后妃とされるミチノウシの女では，サホヒメの書

中に見える系譜を除く四所伝において，「イリヒメ」と

実態のないヲトヒメ以外では，ヒハスヒメは全所伝に，

            マトノヒメは三所伝に，ウタ

            ゴリヒメは一所伝にのみ，そ

れぞれ現れている．マトノヒ

メが現れないのは垂仁記の后

妃子女の条であるが，これは

マトノヒメ鰍已とされずに丹

波へ返送された（その途中で

自殺）ことに対応することは

言うまでもない．ウタゴリヒ

メは「四女喚上」説話にしか

見えず，マトノヒメとともに

返送されている．また，タカ

ノヒメをミチノウシの女とす

るのは『紀』のみであるが，

『記』の各所伝に現れず，『

紀』でも垂は己とされず返さ
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れた（途中で自殺）とあることは開倣己とされているこ

とと関係する（黒田，1991年）．

  『記』の説話の中で垂仁に喚上されたミチノウシの女

が四人であることは，数的には，『紀』がヒハスヒメ・

ヌパタニイリヒメーマトノヒメ・アザミニイリヒメの四

女を后妃としていることに一致する．また，エヒメ・ヲ

トヒメという抽象的・通称的な人名以外でミチノウシの

女として伝えられているのは計六人であるが，「イリヒ

メ」の二女を除げば，ヒハスヒメ・ウタゴリヒメ・マト

ノヒメ・タカノヒメの四女となる．ミチノウシの女の数

は四人という数と何らカ吻関係があることが想像される．

しかし，この場合は，ヲトヒメを如何に考えるべきかが

先ず問題となる．

  「四女喚上」説話におけるヲトヒメは，タカノヒメが

開化妃とされたことに伴って，その代わりとして位置づ

けられた者とみることも可能のようではある．しかし，

開化記のヲトヒメの場合は，本条にはタカノヒメだけで

はなくウタゴリヒメも登場していないのであるから，r

四女喚上」と同様に解し得るとは断じ難い．ヲトヒメの

肺としてのエヒメに該当する者としては，系譜上，ヒハ

スヒメしか想定し得ない．マトノヒメは，開化記では，

ヲトヒメの姉に位置づけられているが，垂銅己では敦己

とされなかったとあり，垂犠己でも妃ではあっても所生

子女捌云えられていないのである．ヌバタノ（二）イリ

ヒメとアザミノ（二〉イリヒメのいずれかをヲトヒメに

当てることも，それら自体が「エヒメ」τヲトヒメ」と

通称的に表現されてしかるぺき者であるから，無助滞

うと，悪あれる．『紀』編者は，サホヒメの書中のエヒメ

をヒハスヒメと考えたが，ヲトヒメに当たる者を確定し

得なかったことによって，ヲトヒメをそのままミチノウ

シの女の名として位置づけたのではなかろうか．『記』

のミチノウシの女に関する所伝はrエヒメ」rヲトヒメ」

を基準にしたものとみられる．垂仁記の后妃子女の条に

ヲトヒメが見えないのは，上記のヲトヒメの性格からし

て，当然のことであろう．

 ミチノウシの女として伝えられる者は，ヒハスヒメ・

ウタゴリヒメ・マトノヒメ・タカノヒメと，「イリ」系

と関係するヌパタノ（二）イリヒメ・アザミノ（二）イ

リヒメとに分け得る．四人という数からすれば，二人の

「イリヒメ」はミチノウシの女から排されるべき者のよ

う博悪あれる．また，垂仁は父系ではヒコイマスと同世

代，ミチノウシの子女はヒコイマスの孫ないしそれと同

世代の者とされていたとみられることも，垂仁と通ずる

「イリヒメ」に問題があることを示しているようである．

但し，母系刊ま垂仁は本来ヒコイマスの子の世代に当た

る者であったと考えられる（黒田，1996年b）ので，全

面的に問題があるというわけでもない．ともかく，ミチ

ノウシの女として二人の「イリヒメ」が位置づけられた

ことが，ミチノウシの子女についての幾つ力剛云承が生

ずることになった一因である÷とは認められるであろう．

  r記』が全ての所伝でタカノヒメをミチノウシの女か

ら排除しているのはそれが開イ誠已として位置づけられて

いることによること，また，マトノヒメが『記』の后妃

子女条に現れていないのは返送されたという伝承と対応

するものであることは前述のとおりである．

 ウタゴリヒメについてはどうか．ウタゴリヒメも返送

されだというのは，サホヒメの書中にサホヒメがミチノ

ウシの女エヒメ・ヲトヒメニ人を映すよう垂仁に進言し

たとあることと関係するのではなかろうか．后妃子女の

条に見えないのは当然であるが，開化記の系譜にも現れ

ていないことは不審である．開化記ではウタゴリヒメの

代わりにミカドワケが位置づけられているかの如くであ

る．タニハノミチノウシとヒコタタスとが合体されたこ

とによって，両者それぞれの子女とされていた者がまと

められたことは推測し得るところである．従って，タニ

ハノビコタタスミチノウシの『記』に伝えられる系譜，

及びそれと対応するタニヘノミチノウシの『紀』の系譜

には，元来のヒコタタスとタニハノミチノウシそれぞれ

の系譜が何らカ切かたちで反映しているとすぺきである．

ミカドワケを含めて五子女である（「イリヒメ」を除く）

が，どのように分け得るで’あろうか．

 ミカドワケを含めて五子女となるにもかかわらず，開

化記で四子女と記されていることは，ヒコタタスとタニ

ハノミチノウシのいずれかの子女が四人であったことに

よると、馳れる．タカノヒメは，言うまでもなく，丹波

（丹後）の地名竹野郡そのものに基づく人名であるから，

タニハノミチノウシの女とされていたとしなけれぱなら

ない．マトノヒメ信大和国添上郡の満登庁（『東大寺要

録』巻六封戸水田章8），現在の奈良県山添村的野に関

係する人名ではなかろうか．大和の地名に関わるものと

すれぱ，マトノヒメは丹波とはつながらないように思う．

しかも，山添榊蝋囲氏と密接に関わる奈良市の東隣で

あることから，ヒコタタスの女という位置が想定される．

 ヒハスヒメ・ウタゴリヒメとミカドワケについては地

名との関係からのみでは推定も難しいが，ヒコタタスと

タコ、ノミチノウシのいずれかの子女が四人であったと

みられるので，それらは兄弟姉妹とされていたと考えら

れる．タコ、ノミチノウシの子女が四人とされていたと

すれぱ，王統譜に組み入れられているとはいえ，地方豪

族に関わる者の子女が四人も位置づけられていたことに

っいては理由があったとみるべきである．その理由とし

て想定できるのは，氏族の始祖伝承や王族の妃という位

置にあるということである．しかし，ミカドワケには後

竃氏族捌云えられず，ウタゴリヒメ嚇已とはされていな
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い．ヒハスヒメ・ウタゴリヒメ・ミカドワケは，マトノ

ヒメとともに，ヒコタタスの子女とされていたのではな

かろうか．このようにみるならぱ，ウタゴリヒメの「ウ

タ」は大和国宇陀郡との関係も想像されてくる．

 タカノヒメの生母は『記』がタコ、ノビコタタスミチ

ノウシの妃とするタコ、ノマスノイラツメとみるのが良

いであろう．また，タカノヒメが開地己とされたことに

ついては，それが開化の原型であるワカヤマトネコとヒ

コオホヒヒのいずれかの妃であったことによると一思あれ

る．いずれかと言えば，タニハノミチノウシの父がヒコ

ユムスミであったとみられ（黒田，1991年），タニハノ

ミチノウシがヒコタタスと合体されたように，「ヒコ十

某」形式あ人名との関係が知られることから，ヒコオホ

ヒヒ妃であった可能性の方が大きいのではなかろうか．

 ヒハスヒメは，前述のように，ヤマトタラシヒコ妃で

オボタラシヒコ生母とみられるが，他に子女が位置づけ

られていたであろうか．ヒハスヒメ所生と伝えられるの

はイニシキイリヒコ・景行・オホナカツヒコ（『記』）

 オホナカツヒメ（r紀』）・ヤマトヒメ ワカキノ（

二）イリヒコである．オホナカツヒコはヤマトタケルの

子，オホナカツヒメはヤマトタラシヒコの女，ヤマトヒ

メはチチックヤマトヒメとして伝えられる崇博の女カ粉

立された者である（前書）．イニシキイリヒコとワカキ

ノ（二）イリヒコは崇神・垂仁の「イリ」と通ずる者で

あるからヒハスヒメ所生とされていたとは考え難いので

あり，前著の如く，ヌバタノ（二）イリとメやアザミノ

（二）イリヒメの所生というのが相応しいであろう．ヒ

ハスヒメ所生とされている者ではオホナカツヒメに可能

性があるということである．また，オボタラシヒコの弟

とされていたとみられるワカタラシヒコも，その名の類

同性からして，同様である．なお，前著では，「天皇記」

段階で，イニシキイリヒコと景行がヌバタノ（二）イリ

ヒメ所生，ワカキノ（二）イリヒコがアザミノ（二）イ

リヒメ所生とされていたと推測したが，このことは，ヌ

パタノ（二）イリヒメ・アザミノ（二）イリヒメをミチ

ノウシの女として位置づ付たこととともに，訂正しなけ

ればならない．

 マトノヒメは，所生子女は伝えられないが，垂螂已と

されているので，ヒハスヒメと同棲，大王ないしそれに

準ずるような者の妃として位置づけられていたと推測さ

れる．所生子女が見えないことは，本来位置づけられて

いた者が他者の所生に変改されたことを示すと思う．ヒ

ハスヒメとともに垂は已と伝えられることに基づくなら

ぱ，マトノヒメはヤマトタラシヒコ妃とされていたこと

が考えられるが，所生子女はやはり不明である．

 ウタゴリヒメとミカドワケとについては，それぞれ夫

妻関係が設定されていたか否洲ま全く不明である．

 ヒゴイマスーミチノウシーヒハスヒメ・タカノヒメ等

という系譜ま，ヒゴイマスーヒコタタスーヒハスヒメ等

と，ヒコユムスミータニハノミ．チノウシータカノヒメと

いう二つの系譜が合体されたものであり，オボタラシヒ

コは前者に関わって位置づけられていたということであ

る．

 オボタラシヒコと対をなすオボタラシヒメについては，

ヒコイマスの子ヤマジロノオホツツキマフカの女とされ

ていたことは前著で指摘したが，生母は未だ明らかにな

っていない．本来ならぱここで論述すべきであるが，丹

波系、患、長氏系系譜の検討を踏まえなければならないの

で，検討は別稿で果たすこととし，オキテガタラシヒメ

の生母として伝えられるカツラキノタカヌカヒメが想定

されることだけを記しておく．

m 「タラシヒコ」「タラシヒメ」の成立

 前著で「タラシ」を有する人名の成立を欽明ぺ敏達段

階と考えた．その根拠はイカダラシヒコ・イカダラシヒ

メ・ヤマトタラシヒコ（孝昭の原型）がイカヒコ・イカ

ヒメ・〔オホ〕ヤマトヒコから分立されたとみられるこ

とである．r某十ヒコ」形式の人名が多氏と関係する（

黒田，1996年a）ことも，これらrタラシ」三人名の成

立を欽明、敏達段階とみることを支持すると思う．多氏

関係系譜が欽明～敏達段階で変改されたと考えられる（

前著）からである．しかし，他のrタラシ」も同様とで

きるカ否洲ま再検討の余地がある．ヤマトタラシヒコら

が原型を有する「地名十タラシ」形式の人名であるのに

対し，オボタラシヒコ・オボタラシヒメ・ワカタラシヒ

コ・ワカタラシヒメ・タラシナカツヒコは「犬」「若」

「中」という抽象的な要素しか含まないものであり，同

列には論じ得ないところもあるとみられるからである．

 孝安の兄で和珂氏の始祖とされるアメノオシタラシヒ

コ（『記』）・アマタラシヒコクニオシヒト（『紀』）

の原型アマタラシヒコ（前著＝）も，「某十ヒコ」を原型

としないことでは，オボタラシヒコ等と同系に分類され

得るが，関係するとみられるものは存在する．それは『

階書』倭国伝に「倭王，姓阿毎，名多利、霞此孤」とある

ことから，倭王が名乗っていたことが明らかである「ア

マタラシヒコ」という称である．原型と言うよりも，倭

王の称そのものが和理氏の始祖名とされているのであり，

このことは欽明朝頃には「アマタラシヒコ」なる倭王の

称が既に成立していたことを示すとともに和餌氏の勢力

の程も窺わせるが，後者についてはともかく，アマタラ

シヒコは，イカダラシヒコ・ヤマトタラシヒコとともに

安閑・宣化・欽明の系譜に基づいて位置づけられている

（前著）ので，欽明～敏達段階で王統譜に登場したと考
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えるのが良いと思う．

 タラシナカツヒコは，欽明～敏達段階で，「ナカツヒ

コ」で共通するオホナカツヒコ・クヒマタナカツヒコと

ともに，安閑・宣化・欽明の系譜に基づきながら，ヤマ

トタケルの子とされ，その女とされたカクロヒメはオシ

ロワケ妃で雄略生母オジサカノオホナカツヒメの母に位

置づけられていた（前著）．雄略生母の系統を造作する

ためにタラシナカツヒコが作為されたことが考えられる

とすれぽ，その時蜘湖ト敏達段階とみられる．

 雄略皇女として伝えられる〔イモ〕ワカタラシヒメが

ワカタラシヒコ妃で，ヤマトタケルの女とされていたと

前著で推測した．その根拠は，ヤマトタケルの原型たる

雄略の女にイモワカタラシヒメが伝えられるが，このワ

カタラシヒメは，オボタラシヒコとオボタラシヒメとの

関係からしても，ワカタラシヒコ妃の名として相応しい

ことである．しかし，ヤマトタケルの女としてのワカタ

ラシヒメの生母については未だ推測し得るところを述べ

ていないので，先ずこのことについて触れておこう．雄

略皇女ワカタラシヒメは，現系譜では清寧の同母妖で葛

城カラヒメ所生とされるが，清寧の生母としては，『記』

に財王，『紀』に財皇女と記される反正皇女で，雄略紀

に皇后クサカハダヒヒメの更名とあるタチバナヒメの方

が本来的である（前著）．なお，カラヒメは蘇我満智の

妻とみるのが良さそうである（黒田，1997年）．雄略后

・反正皇女タチバナヒメが生母ヲトヒメと合体されてヤ

マトタケル妃として染上されたのがヲトタチバナヒメと

みられる（前著）ので，ヤマトタケルの女ワカタラシヒ

メはヲトタチバナヒメ所生とされていたことが考えられ

る．

 しかし，このようなヤマトタケル・ヲトタチバナヒメ

ーワカタラシヒメと雄略・タチバナヒメーイモワカタラ

シヒメの両系譜の関係には問題もある．ヤマトタケル・

ヲトタチバナヒメが雄略・タチバナヒメが染上された者

であるのに対し，ワカタラシヒメは，ワカタラシヒコ妃

として造作された者であるとすれば，逆にヤマトタケル

の女から雄略皇女に変改されたことになるが，複数の同

一人名や関係する人名が存在する場合，一般的に，古い

時代に位置づけられている者は新しい時代の者が染上さ

れたとみるのが妥当であり（前著に実例を列挙），ワカ

タラシヒメ協効例外となるからである．「〔イモ〕ワ

カタラシヒメ」を雄略皇女の実名となし得ないことは当

然であるとしても，雄略皇女の通称あるいは地位・身分

を示すものと考えることは不可能であろうか．

雄略皇女と伝えられるのはこの〔イモ〕ワカタラシヒ

メとカスガノオホイラツメであるが，カスガノオホイラ

ツメは『記』『紀』編集段階で雄略皇女として造作され

たと考えられる（黒田，1996年b）．『記』『紀』に見

える雄略皇女て本来の者は存在しないのであるが，履中

の女や孫とされるイヒトヨは雄略皇女であったことが想

定される（黒田，1990年b・1？97年）・イヒトヨが履中

系に変更されたことによって，その別称であったワカタ

ラシヒメが独立して雄略皇女名として伝えられていると

いう想定は如何か．この場合，「ワカタラシヒメ」とは

何かカ澗われるが，「アマタラシヒコ」が倭王の称であ

ったことからすれぱ，倭王に準ずるような女性が「タラ

シヒメ」と称されたことが考えられる．イヒトヨは清寧

の後継者であり，大王となったとまでは断定できないと

しても，少なくともそれに準ずる者である（黒田，1990

年b）．オボタラシヒメを原型とするオキテガタラシヒ

メが「天皇」に準ずる者として現れることを勘案すれば，

イヒトヨがワカタラシヒメと称されたという推測は可能

であろう．

 イヒトヨが履中系に位置づけられたのは継体段階とみ

られる（黒田，1997年）ことからすれぱ，イヒトヨはそ

れ以前に「ワカタラシヒメ」などと称されていたという

想定が良さそうではある．イヒトヨが履中系に位置づけ

られ，ワカタラシヒメは元のままで残されたと考えるこ

とができるからである．しかしこの場合，オボタラシヒ

メを如何に考えるかが問題となる．想定されるのは，オ

ボタラシヒメも誰かの別称であったことと，ワカタラシ

ヒメなる称に基づいてオボタラシヒメが造作されたこと

である．前者の場合は，オボタラシヒメはワカタラシヒ

メの姉というのが相応しいが，イヒトヨに1劫回勅渚え

られない．後者については，ワカサザキ（武烈）に基づ

いてオホサザキ（仁徳）が造作されているく前著）こと

を想起させるが，実名ではなく通称的なものないし身分

的称号というところに疑問を覚える．オボタラシヒメと

ワカタラシヒメは同時に造作されたとみるのが良いので

はなかろうか．ワカタラシヒメはイヒトヨの代わりに雄

略皇女とされるとともにヤマトタケルの女でワカタラシ

ヒコ妃ともされ，オボタラシヒメはオボタラシヒコ妃と

して位置づけられたということであるが，その時期とし

ては継体朝を想定すべきであろう．

 オボタラシヒコ・ワカタラシヒコに関わる継体段階の

系譜はどのように考えられるか．オボタラシヒコ・ワカ

タラシヒコの父としては，欽明～敏達段階でヤマトタラ

シヒコが考えられるとすれぱ，後者の原型〔オホ〕ヤマ

トヒコカ洗ず想定されるが，生母との関係カ澗題となる．

生母は，前述のように，欽明ト敏達段階で，ヒコイマス

の子ヒコタタスの女ヒハスヒメが位置づけられていたと

みられるので，継体段階でもヒハスヒメを考えることは

できるであろう．しかし，ヒハスヒメをヒコイマス孫・

ヒコタタス女とすれば，継体段階の王統譜と推定したも

の（第2図，黒田，1996年a）では，オボタラシヒコは，

一91一



黒 田 達 也 大阪府立高専研究紀要

〔第2図〕

1騎アクトヒメシキツヒコ

     イ カ ヒ

湖シｺ1111舳鮒トヒコ

クキシミミ

オ批メ

料ミミ 剛シパノヒメ
崩ハミミ＿ヌナソ1メl

    l」榊ミミ

                    キス アメノトヨツヒメ［

               仇コ

ウ術フキアヘズーイバレヒコ    イカヒメ

      トヨ押ヒメ  ミ桝メ イクメイリヒコ

［叩ミラヒメ

切 ノイリ上メ

初フケs1郷

抑1物

フタチノイリヒメ

イヒノノマグロヒメ

け  アナホ
  ワカタケル

クヒマタ

鶯榊

ヒコフツオシノマコトーヒコイマスーサホ1＝メ

サホヒメ＝〔オホ〕ヤマトヒコとの関係では，サホヒメ

はヒコフツオシノマコト孫一ヒコイマス女でヒハスヒメ

と同世代，〔オホ〕ヤマトヒコはヒコフツオシノマコト

と同世代であるので，父系では垂仁の子の世代となるが，

ヒコフツオシノマコト姉妹ミマツ（キ）ヒメ：ミマキイ

リヒコ〈崇補の原型）との関係では，崇神（原型）r垂

仁一ヤマトタケルークヒマター雄略という系譜であるか

ら，崇神（原型）と同世代のヒコフツオシノマコトの五

世孫オボタラシヒコが雄略と同世代になり，やはり問題

がある．サホヒメを〔オホ〕ヤマトヒコ妃としたのは，

オシロワケをオシヒメ所生のヤマトタラシヒコ子と考え

ることを前提とし，現系譜てサホヒメ所生ホムツワケが

オシロワケを原型とする景行の兄とされていることによ

る．しかし，前述のように，オシロワケをオシヒメ所生

とし得ないとみられるので，オシロワケとともにサホヒ

メ・ホムツワケもヤマトタラシヒコ，ひいては〔オホ〕

ヤマトヒコと直接の関係を示すものは見られないことに

なる．ヒコフツオシノマコトーヒコイマスーヒコタタス

ーヒハスヒメーオボタラシヒコと仮定して，オボタラシ

ヒコの系譜が想定されるであろうか．

 オボタラシヒコが雄略と同世代であったとすれば，雄

略皇女として位置づけられているワカタラシヒメとオボ

タラシヒコの弟とされていたワカタラシヒコとは近い世

代になる．ワカタラシヒメに相当する位置にあったイヒ

トヨと夫妻関係にあった者がワカタラシヒコに当たると

みることもできそうではある．イヒトヨの夫として相応

しいのは皇子ないしそれに準ずる者であり，『記』『紀』

ワカヌケ

カクロヒメ

」オボイラッコ

ホムツワケ

に伝えられる世代関係では，

清寧・仁賢・顕宗やイチノヘ

ノオシハ・ミマになるが，イ

チノヘノオシハ・ミマは雄略

に殺された者であり，清寧も

イヒトヨの同母兄弟で，元来

の生母はワカタラシヒメの更

名として『紀』に伝えられる

タクバダヒメであったことが

想定される1黒田，1996年a）．

 雄略死後に清寧・イヒトヨ

と仁賢・顕宗との対立が生じ

だというのが私見である（黒

田，1990年b）が，仁賢がイ

ヒトヨを嬰り，正当性を主張

しだということも考えられぬ

でもない．イヒトヨ捌二賢后

妃であったとすれば，それが

仁賢の姉妹に変更1されたこと

によって，仁賢の后が変更さ

れだということになる．しからば，欽明～敏達段階で仁

賢の后妃とされていたとみられる現系譜の和餌氏出自の

応神妃ミヤヌシャカ〔ハエ〕ヒメ・ヲナペ姉妹（黒田，

1996年b）はイヒトヨが履中系に変更された継体段階で

仁賢后妃とされたという想定も成り立つ．しかし，何故

ミヤヌシャカ〔ハエ〕ヒメ・ヲナペが，イヒトヨの系譜

に基づいて，和餌氏系の雄略皇女とされなかったかとい

う疑問が残る．イヒトヨとともにミヤヌシャカ〔ハエ〕

ヒメ・ヲナベ姉妹も仁賢妃であったとみる方が良いであ

ろう．イヒトヨ‘麟調よりは仁賢后妃の方が相応し

いということであるが，これに基づけば，イヒトヨがワ

カタラシヒメに当たるのであるから，ワカタラシヒコに

相当するのは仁賢である．しからば，その兄オボタラシ

ヒコに相当する者が不明であり，また，オボタラシヒコ

 ワカタラシヒコの生母とされるのはヒハスヒメである

から，ヒコフツオシノマコトーヒコイマスーヒコタタス

ーヒハスヒメーオボタラシヒコという系譜は想定し得な

いことになる．

 オボタラシヒコーオシロワケーイザホワケ等という系

譜ではどうか．雄略等の父をイザホワケと同世代とすれ

ば，オシロワケはヤマトタケルと，オボタラシヒコは垂

仁とそれぞれ同世代となる．前著ではオシロワケをオシ

ヒメ所生と考え，オシヒメを后とする孝安の原型ヤマト

タラシヒコの子としたが，前述のように，オシロワケの

生母はオボタラシヒメ，ヤマトタラシヒコとオシヒメと

の間の子はヤマトネコ・ワカヤマトネコが相応しい．し

かし，〔オホ〕ヤマトヒコ・イカヒコからそれらに「タ
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ラシ」を付したヤマトタラシヒコーイカタラシヒコが分

立された事情として，オボタラシヒコが〔オホ〕ヤマト

ヒコ・イカヒコ等と関係していたことが考えられるので

はなかろうか．やはり，〔オホ〕ヤマトヒコの子として

オボタラシヒコが位置づけられていたとみるのが良いと

思う．〔オホ〕ヤマトヒコは崇神く原型）の異母兄弟と

されていたとみられる（黒田，1996年a）のでオボタラ

シヒコは垂仁と同世代になることも，このことを支持す

るように思うが，オボタラシヒコが造作されなければな

らなかった理由カ澗われる．

 オシロワケは架空の存在と単純に考え得ない者であり，

ミマキイリヒコ・イクメイリヒコ等「イリヒコ」「イリ

ヒメ」も同様である．しかるに，オシロワケは，元来，

「イリヒコ」の系統に位置づけられず，また，ヒコフッ

オシノマコトーヒコイマス系にも位置づけられなかった．

このことは，「イリ」系及び和珂氏系と「フケ」系とが，

少なくとも父系では，つながりカ物・ったことによると

、悪あれる．これに加えてオシロワケに先立つ系譜が逃れ

なかったというような事情によって，〔オホ〕ヤマトヒ

コの系統の者としてオシロワケが王統譜に位置づけられ

たとみられるのである．しかし，単にオシロワケが「イ

リ」系や和餌氏系と異なることを示すだけならぱ，オシ

ロワケを〔オホ〕ヤマトヒコの子とすれば良かった筈で

ある．オボタラシヒコが造作されて両者の間に位置づけ

られたことについては他にも理由を求めなければならな

い．オボタラシヒコは，少なくとも父系では，垂仁・ヒ

コイマスと同世代である．「タラシヒコ」が大王の称た

る「アマタラシヒコ」に基づくものとみられることから

すれぱ，オボタラシヒコが大王とされていたことは疑い

得ない．しからば，大王位は垂仁から同世代のオボタラ

シヒコを経て後者の子オシロワケヘと継承されたことに

なるが，これだけでは殊更にオボタラシヒコを位置づけ

る必要はない．〔オホ〕ヤマトヒコの子としてのオシロ

ワケは垂仁と同世代であるからである．

  「タラシ」と和理氏系との関係が密接であることから

すれば，オボタラシヒコは，父系では多氏と関わるが，

母剰蛎囲氏とつながる者とされていたとみられるので，

その生母としてはやはりヒハスヒメを考えるのが良いよ

うに思う．ヒハスヒメは，ヒコイマスの孫とする現系譜

刊ま，オボタラシヒコの孫一ヒコタタスの子の世代にな

る．ヒコイマスとヒコタタスとは，いずれを父や子とす

る捌まともか＜，父子の人名として相応しいものである．

このことはヒコイマス・ヒコタタスの一方が他方を基に

造作されたことを想像させるが，現系譜て天皇に勝ると

も劣らぬ程の系譜がヒコイマスに伝えられていることか

らすれぱ，ヒコイマスを本来的とすべきであろう．ヒコ

イマスとヒハスヒメとの関係は，オボタラシヒコがヒコ

イマスと同世代であるから，兄弟姉妹ないし甥と娚とい

うことが想定される．崇神后ミマツ（キ）ヒメが本来ヒ

コフツオシノマコトの姉妹，ヒコイマスの娩とされてい

たと想定で・きる（黒田，1996年a）ことからすれぱ，崇

神（原型）の異母兄弟〔オホ〕ヤマトヒコ妃としてのヒ

ハスヒメも同様の位置にあったことは考え得る．しかし，

欽明㌧敏違段階でオボタラシヒコがヒコイマスの孫・ヤ

マトタラシヒコの子として位置づけられた際，ヒハスヒ

メがヒコイマスの女とされれぱヤマトタラシヒコと同世

代となるにもかかわらず，ヒコタタスの女でヤマトタラ

シヒコと一世代すれる存在とされた理由カ澗われる．元

の〔オホ〕ヤマトヒコとヒハスヒメとの世代関係が反映

しているのではなかろうか．ヒハスヒメはヒコイマスの

姉妹とされていたことが想定されるということである．

 和餌氏に関わる系譜では，垂仁はヒコフツオシノマコ

トの姉妹ミマツ（キ）ヒメ所生，オボタラシヒコはヒコ

フツオシノマコトの女ヒハスヒメ所生であるから，オボ

タラシヒコとオシロワケはそれぞれ垂仁の子・孫の世代

になる．このようなオシロワケと垂仁との世代差がオボ

タラシヒコの造作・染上の事情とみることはできないで

あろうか．継体：段階でオシロワケの妃として位置づけら

れていたことが想定されるめは，これまでの拙稿（1996

年a，1997年）及び前述（皿）のところから，それぞれ

葛城氏系・和珂氏系・日向系と伝えられるヌノイロメ・

タカダヒメ・カミナガヒメであるが，タカダヒメは本来

多氏系であり，父コゴトは〔オホ〕ヤマトヒコの子とさ

れていたとみられる（黒田，1997年）．タカダヒメはオ

シロワケの従姉妹の位置にあり世代は一致しているが，

ここで注意したいのがコゴトである．「コゴト」の名義

は不明であるが，中臣氏の遠祖としてコゴトムスピカ榊

代紀第七段一書第三に伝えられる．中臣氏の祖タケミカ

ヅチと同名の者が〔大〕三輪氏の祖名に伝えられる（崇

補記）ように中臣氏は三輪と関係するのであり，同じ三

輪と多氏とが密接に関わる（黒田，1996年a）ことから

すれぱ，両氏は本来観妾な関係にあったことが推測され

る．タカダヒメの父コゴトはコゴトムスヒなる神名と一

致するとみられるのである．このことはタカダヒメが元

来多氏系であったことを証左するが，〔オホ〕ヤマトヒ

コ等「某十ヒコ」形式の人名も多氏とつながるものであ

り，娩甥婚も設定されているにもかかわらず，コゴトが

タカダヒメの父に位置づけられたことには理由があった

とすべきである．〔オホ〕ヤマトヒコは子女の世代のヒ

ハスヒメを妃としているが，ヒハスヒメの父ヒコフッォ

シノマコトと同世代ということからすれぱ，タカダヒメ

は〔オホ〕ヤマトヒコの女とされれぱオシロワケの祖父

の世代の者となる．このことがタカダヒメの父としてコ

ゴトが位置づけられた理由ではなかろうか．オシロワケ
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が垂仁の孫と同世代の存在とされていた（伝えられてい

た）ことがオボタラシヒコの造作・染上の理由であった

ことを傍証するものと思う．

 オボタラシヒコ妃であるオボタラシヒメの位置づマすに

ついてはどうか．オボタラシヒメは欽明～敏達段階でヒ

コイマスの孫・ヤマジロノオホツツキマフカの女とされ

ていたと推測される（前著，黒田，1996年b）．オボタ

ラシヒメは，正しく造作された者であることからすれば，

継体段階でオボタラシヒコと殊更に異世代婚となるよう

にヤマジロノオホツツキマフカの女とされた理由カ澗題

となる．しかし一方，ヒゴイマスーヤマトタラシヒコー

オボタラシヒコという系譜では，オボタラシヒメがヒコ

イマスの女であっても，娩激罰ま他にも設定されており

問題どばし得ないので，ヤマジロノオホツツキマフカの

女とされた事情カ澗われる．ヒコイマスの女と孫のいず

れを想定すべきであろうか．いずれにせよ，ヤマジロノ

オホツツキマフカに関わるが，易嫡で検討するように，

ヤマジロノオホツツキマフカは臣長氏の系譜との関係が

想定されるとともに，ヒコイマスではなくヒコユムスミ

の子とされていたとみられるので，オボタラシヒメは元

来ヒコイマスの女として位置づけられていたと考えられ

る．

 上記の如く，オボタラシヒコの造作・染上はオシロワ

ケを〔オホ〕ヤマトヒコ系とすることとの関係で考え得

るが，それだけならばワカタラシヒコが位置づけられる

必要はない．ワカタラシヒコ力強作されたのには当然理

由があるとしなけれぱならない．『記』に成務皇子とし

て位置づけられるワカヌケは継体の祖で応補皇子とされ

るワカヌケフタマタの原型であり，息長氏の始祖とされ

ていた（前書）．このことからすれぱ，息長氏をオシロ

ワケ系と結びつけるぺくワカタラシヒコが染上されたと

みることができる．しかし，息長氏は継体と関係し，継

体はオシロワケ系とは異なる雄略系とつながっていた（

黒田，1990年）のであるから，オシロワケ系と関僚する

者としてワカヌケが位置づけられた理由カ澗われる．

 ワカヌケの本来の生母と前に想定したのはフタチノイ

リヒメであるが（黒田，1996年a），ワカヌケが元より

ワカタラシヒコの子とされていたとすれぱ，生母として

相応しいのはワカタラシヒメである．ワカタラシヒコは，

〔オホ〕ヤマトヒコの子ということでは，垂仁と同世代

であるから，ワカタラシヒメをヤマトタケルの女とした

前著の想定は問題であるようにもみえる．しかし，ワカ

タラシヒコは，ミマキイリヒコの同世代であるヒコフツ

オシノマコトの女ヒハスヒメ所生とみられるので，母系

では，ヤマトタケルと同世代であり，しかも，ヤマトタ

ケルの父イクメイリヒコの生母ミマツ（キ）ヒメはヒコ

フツオシノマコトの姉妹とされていたとみられる（黒田，

1996隼a）のであるから，ワカタラシヒコ妃ワカタラシ

ヒメがヤマトタケルの女として位置づけられていたとし

ても不審どばし得ない．やはり，雄略と〔イモ〕ワカタ

ラシヒメとの父女関係からしても，ワカタラシヒコ妃ワ

カタラシヒメは前者をモデルとしたヤマトタケルの女と

されていたと考えられる．

 ワカタラシヒメの生母としては誰が相応しいか．当ワ

カタラシヒメが雄略皇女として現系譜に伝えられるイモ

ワカタラシヒメと関係するとみられることからすれぱ，

雄略の系譜との関係で考えることが可能と思う．雄略皇

女イモワカタラシヒメは清寧の同母妹であり一，清寧は葛

城カラヒメ所生とされる前は反正皇女タチバナヒメ所生

とされていた（黒田，1997年）．このタチバナヒメはヤ

マトタケル妃ヲトタチバナヒメの原型であることからす

れば，ワカタラシヒメはヲトタチバナヒメ所生とされて

いたと考え得る．しかし，タチバナヒメは多氏と関わる

タクバダヒメに代わって雄略妃（后）とされたことが想

定される（黒田，1996年a）ので，元来の系譜とは見な

し難いと思う．「イリ」を名に有する者は多氏とつなが

るとみられる（黒田，1996年a・）ので，元来の雄略関係

系譜との関係では，フタチノイリヒメが相応しい．

 フタチノイリヒメは垂仁皇女イハックヒメの亦名とし

て垂磨己に現れているが，『紀』では，仲哀条で垂仁皇

女と見えるに過ぎず，イハックヒメも現れていない．「

イリ」から見れば，垂仁皇女としてはイハックヒメより

もフタチノイリヒメの方が相応しいが，『紀』ではフタ

チノイリヒメの出自は仲哀条でしか知られないのである．

このことはフタチノイリヒメが本来垂仁皇女として位置

づげられていたことを疑わせる．『紀』では天皇の孫以

降の系譜は説話部分以タドには明記せず，『記』も孫以後

にまで触れるのは氏族の始祖や後の天皇と関係する者が

殆どである．フタチノイリヒメは，本来，現系譜に天皇

として現れる者の女として位置づ1テられてはいなかった

のではなかろうか．垂仁皇女という世代からすれば，崇

神の孫，「イリ」との関係ではトヨキイリヒコやヤサカ

ノイリヒコの女という位置が考えられる．しからば，い

ずれの位置にせよ，フタチノイリヒメはヤマトタケルの

従姉妹となり，雄略とタチバナヒメやタクバダヒメとの

関係と相通ずる．従って，ワカタラシヒメの生母として

はフタチノイリヒメを考えて良いよう風思う．なお，フ

タチノイリヒメはトヨキイリヒコとトヨスキイリヒメと

の間の女と想定されることは別稿で述べる予定である．

以上のように，、曹、長氏の祖ワカヌケは，母系では，ヤ

マトタケルの孫であり，ヤマトタケルを介して雄略とつ

ながる．ワカヌケのワカタラシヒコとワカタラシヒメと

の間の子という位置は，、富、長氏がオシロワケ系・雄略系

と対等であることを示すものとなる．

一94一



第32巻 「タラシ」関係系譜についての再検言立

 継体段階における「タラシ」に関わる系譜をまとめる

と〔第3図〕のようになる．また，上記の検討に基づい

て〔第1図〕を欽明～敏達段階のものとして変更したの

が〔第4図〕である．

〔第3図〕

ミ榊P11：ト㌍ワク洲

       イクメイリヒコー榊舳

   〔オホ〕ヤマト1＝コ

［㍉一1討

〔第4図〕

ワカヌケ

オシロワケ

子であるのに対し，後二者が人名形式の異なるヒコイマ

スの子とされていることである．ヒコイマスは和餌氏系

であるから，オボタラシヒコTオシロワケやヤマトネコ

 ワカヤマトネコを和餌氏系とするためにイカダラシヒ

コ・イカダラシヒメ・ヤマトタラシヒコカ千分立されたと

みることはできる．しかし，和理氏系とするためだけで

あれぱ，多氏に関わるイバレヒコと和期氏系のヒコホホ

デミとカ治体され文とみられる（黒田，1994年）のであ

るから，イカヒコ・〔オホ〕ヤマトヒコ等を和田氏系と

することもできた筈である．他にも理由があったとしな

けれぱならない．

 〔第0図〕と〔第4図〕とで大きく異なることとして

は，〔オホ〕ヤマトヒコ・イカヒコ・イカヒメからヤマ

トタラシヒコ・イカダラシヒコ・イカダラシヒメが分立

されたことの他，先ずミマキイリヒコからミマツヒコが

分立されてその父として位置づけられたことと，イバレ

ヒコとヒコホホデミとが合体されたことを挙げることが

できる．前者については，多氏系の始祖タキシミミをミ

           マギイリヒコと切り離すため

1固棚七メ ワカタラシヒコ

ワカヌケ

イナピ

瘁v算1ス

             棚ミ凋1浸11■1鶯ヒ1キマワカト柳フケ機1二黒1算

                      障
                                   ヒコ」が多氏と関係する者で                          村タラシヒメ

                     カツラキノタカ助ヒメ       あったことも関係していると

                                   みることは可能である．

V 「タラシヒコ」「タラシヒメ」の分立      この変改によって，〔オホ〕ヤマトヒコは，系譜上の

                        位置づ肋・らしても，ヒハスヒメの祖父と同世代になる

 欽明～敏達段階でのイカヒコ・イカヒメ・〔オホ〕ヤ

マトヒコからのイカダラシヒコ・イカダラシヒメ・ヤマ

トタラシヒコの分立は系譜の変改に伴うものであるが，

改変の具体的な事情については未だ明らかにはなってい

ない．ここで考えてみることにしたい．

 イカヒコと〔オホ〕ヤマトヒコの関係はイカダラシヒ

コとヤマトタラシヒコとのそれげ叩用されている．両者

の刮Hま，前二者カ洞し人名形式のイバレヒコの

林クラシヒコ

にミマツヒコが分立され，タ

キシミミがミマツヒコの兄弟

とされたとみられ（前著），

後者はミマキイリヒコ系を和

輯氏系とすることとの関係が

想定される（黒田，1994年）

このような変改によって，イ

カヒコや〔オホ〕ヤマトヒコ

は元のイバレヒコとの父子関

係に基づいて，イバレヒコホ

ホデミ＝神武の子でミマキイ

リヒコの伯叔父に位置づけら

れたが，ミマツヒコの子でミ

ので，両者は夫妻とされ得なくなったことが考えられる．

イカダラシヒコ・ヤマトタラシヒコ等の分立はこのこと

と関係するのであろう．しからば，それらがヒコイマス

の子とされた事情は如何か．前述のように，それらを和

理氏系とすることと関係するとみることは容易である．

しかし，何故ヒコフツオシノマコトの子という位置では

なく，ヒコイマスの子とされたかカ澗題である．ヒコフ

ツオシノマコトの子とされれぱ，ヤマトタラシヒコとヒ
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バスヒメとは同世代（異母兄弟姉妹）となり，両者の夫

妻開係に問題が生じないからである．ここで注意したい

のがミマツ（キ）ヒメがヒコフツオシノマコトの姉妹か

ら女に変更されていることである．ミマツ〈キ）ヒメの

位置が変更されたのはミマキイリヒコとの血繍剰係を欽

明のそれに似せて造作された（黒田，1996年b）ことに

よると、悪あれる．これによってイクメイリヒコはヒコフ

ツオシノマコトの子の世代から孫の世代に，ヒコイマス

と同世代から子の世代に変更されることになった．一方，

オボタラシヒコとワカタラシヒコはヒコフツオシノマコ

トの孫から曾孫に変更されているが，父系ではヤマトタ

ケルと同世代であり，元の系譜と同じ世代関係になって

いる．ここにヤマトタラシヒコ等がヒコフツオシノマコ

トの子刊まなくヒコイマスの子とされた理由の一つを求

めることができるようにも思う．しかし，ヤマトタラシ

ヒコをヒコフッオシノマコトの子とし，ヒハスヒメをヒ

コイマスの女とすればオボタラシヒコ割ま母系ではヤマ

トタケルと同世代になり，しかも元の系譜との類似性は

この方が大きい．ヤマトタラシヒコは現系譜で‘抑マト

タラシヒコクニオシヒト（孝安）として天皇とされてい

るので，欽明～敏違段階の王統譜でも同様であったとみ

られるのであり，大王位はイクメイリヒコからヤマトタ

ラシヒコに移ったとされていたと，悪あれる．しからば，

ヤマトタラシヒコ等がヒコフツオシノマコトの子とされ

ていたとす汕ま，子の世代の者から父の世代の者へ大王

位が移ったことになり不自然である．これ力峠マトタラ

シヒコ等がヒコイマスの子として位置づけられた理由と

考えるべきであろう．

 上述の如きイカダラシヒコ・ヤマトタラシヒコ及びオ

ボタラシヒコ・ワカタラシヒコの位置づけに伴い，それ

ぞれに関係する者の位置づけも造作・変更された．イカ

ダラシヒメは元のイカヒコとイカヒメとの一世代異なる

関係からイクメイリヒコの女，ヒハスヒメも同様にヤマ

トヒコの子女の世代からヒコイマスの孫でヒコタタスの

女とされたとみられる．

むすびにかえて

 以上，「タラシ」を有する人名の系譜について再考を

行った．「タラシ」人名は継体段階でオボタラシヒコ

ワカタラシヒコ・オボタラシヒメ・ワカタラシヒメが王

統譜に登場し，欽明ぺ敏達段階で「地名十ヒコ」人名か

ら「地名十タラシ」人名が分立され，アマタラシヒコ・

タラシナカツヒコが造作されるとともに，前段階の「タ

ラシ」の位置づけが変更された（その後の「天皇記」や

『記』『紀』で更に変改が加えられたことは勿論である）

というのが本稿の詰諭である．

 なお，イカヒコの兄として位置づけられていたシキツ

ヒコ（黒田，1996年a）を基に「シキタラシヒコ」の如

き人名が造作・分立されず，アマタラシヒコがイカダラ

シヒコ・ヤマトタラシヒコの見で和珂氏系の祖とされた

のは，「アマタラシヒコ」が倭王の称そのものであり，

和餌氏系の祖名として相応しいことによると、融われる．

また，タラシナカツヒコは「ナカツヒコ系譜」との関係

で造作されたことは前著で述べたが，「タラシ」を含む

人名である理由カ澗われる．タラシナカツヒコが雄略等

の生母カクロヒメの父とされたこととの関係は想定され

るが，未だ明確な解答を見出し得ていない．後考に侯ち

たい．

黒田達也

塚口義信
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